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平成29年４月号から、「全国における主要農産物の輸出入実績」、「関連指数」のページはなくなりました。
それぞれの情報につきましては、

【輸出入実績】
農林水産省ホームページ内「農林水産物輸出入統計」
http://www.maff.go.jp/j/tokei/kouhyou/kokusai/index.html

【消費者物価指数】
全　国：総務省統計局ホームページ内「消費者物価指数月報」
http://www.stat.go.jp/data/cpi/
名古屋：愛知県県民生活部「名古屋市消費者物価指数」
http://www.pref.aichi.jp/soshiki/toukei/bukka.html

【農業物価指数】
農林水産省大臣官房統計部「農業物価統計調査」
http://www.maff.go.jp/j/tokei/kouhyou/noubukka/

【名古屋市小売価格】
総務省統計局「小売物価統計調査」
http://www.e-stat.go.jp/SG1/estat/GL08020101.do?_toGL08020101_

を御覧ください。





コチョウラン栽培の冷房コストを 25％削減 

農業総合試験場 

 

一年を通して需要があるコチョウランは、高品質な花を周年出荷するために、冷房や

暖房により施設内の温度を管理します。特に愛知県のような暖地では、夏の高温期には、

開花まで５か月以上、昼温 25℃、夜温 18℃に施設内を冷房する必要があり、多大な冷

房コストがかかります。 

そこで農業総合試験場では、農林水産省の委託プロジェクト研究を活用して「コチョ

ウランの低コスト冷房処理技術の開発」に取り組み、新しい冷房技術「間欠冷房」を開

発しましたので紹介します。 

 

１ 間欠冷房技術 

「間欠冷房」は、毎日施設内を冷房する慣行の温度管理に対して、１週間のうち冷房

日と無冷房日（換気のみ）を繰り返す冷房技術です。様々な組合せを試み、５日間の冷

房と２日間の無冷房（換気のみ）を繰り返す組合せで、花幅が 13cm 以上、１茎あたり

花数が 11 輪以上と、品質が慣行並になりました。さらに、出荷時期が慣行より１週間

程度早まり、冷房コストは20％以上削減できました。 

 

２ 統合環境制御との組み合わせで冷房コストを 25％以上削減 

日長が長い５～９月の朝夕に遮光して日長時間を９～10時間にすると、コチョウラン

の出荷時期は数日早まりました。併せて光、温度、湿度などを統合的に制御することに

より冷房コストが５％以上削減できました。 

植物の生育に関係する環境因子を統合的に制御する統合環境制御に、「間欠冷房」を

組み入れることで、冷房コストを従来の25％以上削減することが期待できます。 

農業総合試験場ではこれら技術の実用化のため、民間企業と共同で、ヒートポンプの

冷房にあわせ、換気窓やカーテン類を自動開閉する統合環境制御装置の改良を行うなど、

「間欠冷房」の自動制御化を可能にしました。 
 

３ 今後の展開 

今後は、生産農家の所得

向上を図るため、開発した

「低コスト冷房処理技術」

の効果を生産現場で検証

し、低コスト冷房処理技術

の普及を図る予定です。 
また、コチョウラン以外

の鉢物花きや他の施設園

芸品目でも本技術の適用

拡大を目指します。 
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愛知県もも現地研究会が春日井市で開催されました 

 

尾張農林水産事務所 

 

 平成 29 年６月６日(火)に春日井市・小牧市で、もも栽培における農業所得及び生産技術

の向上を目的として、愛知県果樹振興会主催の「愛知県もも現地研究会」が開催されまし

た。ＪＡ尾張中央試験園と生産者園地の視察、ＪＡ尾張中央地域環境共生ネットワークセ

ンターでの産地紹介と講演会が行われ、県内もも生産関係者 98 名が参加しました。 

 

１ 園地視察 

 視察園の経営及び栽培概要について尾張農林水

産事務所農業改良普及課の普及指導員が説明しま

した。その後、現地を見ながら、園地の状況や産地

の栽培サポーター制度についての質疑応答がされ

たほか、生産者同士の情報交換も行われました。 

２ 産地紹介 

 春日井市のもも生産の状況について普及指導員

が説明しました。主な説明内容については、以下の

とおりです 

・生産者数は 50 戸で、栽培品種は「ちよひめ」や

「日川白鳳」、「白鳳」、「愛知白桃」が中心。 

・販売は、直売やＪＡ尾張中央春日井中央店及び味

美支店のグリーンセンターに出荷。 

・平成 27 年に大型直売場「ＪＡ尾張中央ファーマ

ーズマーケットぐぅぴぃひろば」がオープンし、

地域農業と消費者の接点として期待されている。 

３ 講演 

 始めに、岡崎市の稲・大豆生産者で６次産業化に取り組む（有）小久井農場の小久井

正秋会長による「直売所の魅力を高める『見える化』と新商品開発」をテーマにした講

演がありました。講演では、販売のポイントとして、客が喜ぶ「おいしいもの、安全な

もの、品質が良いもの」を販売すること、ターゲットの客層に好まれるデザインを考え

ることなどが挙げられました。また、心に付随して体は動くため、考えることや気付き

が大切であると話されました。 

 次に、愛知県農業総合試験場環境基盤研究部病害虫防除室の西本浩之主任専門員によ

る「モモにおけるカイガラムシの防除対策」の講演がありました。あいち病害虫情報の

活用を勧めるとともに、発生消長の確認と初期防除の重要性について話されました。 

 参加者からは、小久井農場の堆肥作りや農機のメンテナンス、カイガラムシの効果的

な防除方法について質問がされ、「栽培を行う際の参考になった。」「今回の講演内容をも

とに病害虫防除に努めたい。」といった感想がありました。 

園地視察の様子 

研究会の様子 
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安城梨のブランド化に関する取組について 

 

                            西三河農林水産事務所 

 

安城市では、明治時代から梨栽培が始まり、「安城梨」として親しまれてきま

した。今回は、ＪＡあいち中央梨生産部会による「安城梨」のブランド化の取組

について紹介します。 

 

１ 優良品種「甘ひびき」の栽培拡大 

平成 22 年に品種登録された「甘ひびき」は、  

「愛甘水」をもとに部会員の猪飼孝志さんが

育成した梨です。800g 以上の大玉で、甘みが

強く、水分を多く含み、シャキシャキとした

食感が特徴的です。収量も多く、病害虫にも

強い品種です。 

平成 29 年度は約１万２千玉の販売を計画し 

ており、ＪＡのファーマーズマーケットでん 

まぁと安城西部店及び安城北部店、産直セン 

ター道の駅（デンパーク安城）の３店舗を中心に、主に贈答用として販売され

ています。今後も「甘ひびき」の栽培面積を拡大していく予定です。 
 
２ 新選果機導入による選別の強化 

ＪＡあいち中央は、平成 28 年度に強い農業

づくり交付金を活用し、選果機を整備しまし

た。新選果機の特徴は、形状・糖度の選別精

度が向上したほか、今まで目視で確認してい

た芯腐れ果やみつ症等の内部障害果を判別す

るため、内部品質センサーを導入しました。            

  選果機は、平成 29 年 7 月下旬から稼働予定

で、市場や消費者に品質保証をアピールする

とともに、多様化するニーズに対応した契約

取引を推進し、販売単価を向上させ、生産者 

の経営安定を図っていきます。 
 
３ 中部国際空港国際線内ショップでの販売 

 今年度の新たな取組として、安城梨の収穫  

期間（７月下旬～10 月中旬）を通して、中部

国際空港国際線内ショップ「centrair OISHII 

premium selection」で販売を行う予定です。  

「 centrair OISHII premium selection 」

は日本の優れた生鮮食品を世界に向け認知を

拡大するためのブランドで、「松阪牛」、「蒲 

郡温室みかん」、「静岡クラウンメロン」など 

に続く取組です。安城梨も世界に向け、情報 

を発信していきます。 中部国際空港国際線内ショップ

甘ひびきの栽培状況 

今年から稼働する選果機 
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都内に新たな農産物ＰＲ拠点が誕生 

 
東京事務所行政課農産物プロモーショングループ 

 
 東京都内では、農産物の展示販売やイベントなどを行うことができるアンテナショ

ップ、イベントスペースが相次いで開設されています。 
平成 29 年４月にはＪＡ東京中央会がイベント・セミナースペース「ＪＡ東京アグ

リパーク」を、同５月にはＪＡ全農がアンテナショップ「いちごいちえ」を開設し、 
産地のＰＲ活動や農産物の魅力の紹介をしています。 
 
１ イベント・セミナースペース「ＪＡ東京アグリパーク」 

 ＪＡ東京アグリパークは、ＪＲ新宿駅から徒歩４分に立地するＪＡ東京南新宿ビル

内に設けられたイベント・セミナースペースで、東京の農林水産業の情報発信拠点と

してオープンしました。利用者数日本一を誇る新宿駅から徒歩圏内の好立地であり、

平日はサラリーマンやＯＬ、休日は観光客など、幅広い客層に対してＰＲすることが

できます。 
 本施設は、東京都内の農林水産物のＰＲ展示や試食販売などのイベントを行う拠点

として設置されましたが、東京都内の団体等に限らず、全国の各産地がＰＲイベント

を実施できることが特徴です。これまでに都内のＪＡによる農業体験や特産物紹介の

ほか、都外では熊本県や新潟県などの関係団体が産地紹介、農産物販売といったイベ

ントを開催しています。 
なお、本施設で５月 23 日（火）から 28 日（日）の６日間にかけて実施されたトマ

トのＰＲイベント「日本トマトフェスタ」（主催：日本トマト振興協会）では、26 日

（金）及び 27 日（土）にＪＡ豊橋の高糖度ミニトマト「あまえぎみ」やＪＡ愛知み

なみのアイコ、ＪＡひまわりのミニトマトなどが試食、販売されました。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

「日本トマトフェスタ」の様子 店舗の外観 

4

東 日 本 情 報



 
２ アンテナショップ「いちごいちえ」 

 「いちごいちえ」は、東京都千代田区大手町の大手町カンファレンスセンター地下

１階に開設したアンテナショップです。ビジネス街である大手町の地下という立地も

あり、主な客層はサラリーマンやＯＬなど、近隣地域の就業者が中心となります。こ

のため、営業日は平日のみで、高級フルーツのギフト販売などに力を入れていること

が特徴です。 
本施設では、“都心と農村の交流の場づくり”を目的として、農産物の販売だけで

なく、生産者や産地のこだわりを紹介する映像コーナーや柑橘類の香り比べ体験コー

ナーなど、五感を使って農産物の魅力を紹介する工夫がなされています。 
また、全国ＪＡグループから選抜した農産加工品を「ＪＡオールスターズ」として

販売しており、国産農産物の価値や魅力をＰＲしています。「ＪＡオールスターズ」

の商品は、店頭に加えてネットでも購入することが可能です。 
さらに、全国の産地と連携して季節に応じた「産地フェア」が開催され、第１回の

長崎県フェアに始まり、７月３日（月）から 14 日（金）にかけての第６回では、山

梨県フェアとして桃やぶどうなどが販売されています。 
  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
３ 都心の農産物ＰＲ拠点 

「ＪＡ東京アグリパーク」や「いちごいちえ」は、ともに都心の一等地で農業に特

化したイベントを行うことができる貴重な場所です。大消費地である都心で農産物を

ＰＲすることは、需要拡大や知名度向上などの点で大きな意味を持つと考えられます。 
両施設では、これからも全国各地の産地ＰＲが行われる予定であり、今後ともその

動向を注視したいと思います。 
 
 
 

店内の様子 柑橘類の香り比べコーナー 
（７月現在は撤去） 
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花育の取組について 
 

園芸農産課  

 

１ 花育について 

「花育」とは、花や緑に親しみ育てる機会を通じて、子どもたちのやさしさや美しさを

感じる気持ちを育むことであり、知識や体験を最も盛んに吸収する児童期において実施す

ることが望ましいとされています。また、子どもの頃に花に触れる経験をした人は、大人

になってから花を購入する頻度が高くなることから（平成22年園芸農産課調べ）、花育は

将来の花の需要拡大に有効と考えられ、県では花育に関する様々な取組を行っています。 

 

２ 花育教室について 

（１）小学校における花育教室 

   県では、生産、流通、小売、消費等の団体と 

ともに「花の王国あいち県民運動実行委員会」  

を組織し、平成25年度から小学校における花育 

教室を実施しています。 

平成28年度は、42校・2,471人を対象に、フ 

  ラワーアレンジメント教室（20校）、花壇作り 

教室（８校）、寄せ植え教室（14校）を実施し 

ました（表１）。 

（２）あいち花フェスタ２０１６における花育教室 

   平成 28年 11月 25日（金）から27日（日）にかけて、「あいち花フェスタ２０１６」

が弥富市総合社会教育センターで開催されました。同フェスタにおいて、26 日と 27 日

の２日間、フラワーアレンジメント教室と寄せ植え教室を実施しました。花育教室には

合計79人の方が参加しました。 

（３）地域における花育教室 

生産者等が主体となり、県内各地において花育教室を実施しました（表２）。 

 

 

地域 主体 期日・場所 内容・参加人数 

尾張 稲沢市花き振興会 

 

平成29年３月15日（水）

稲沢市目比町地内 

バラの収穫・ラッピング体験

18人 

知多 ＪＡあいち知多 

花き協議会 

平成28年 10月 15日（土）

平成28年 11月 21日（月）

武豊町内小学校２校 

花壇苗の鉢上げ・移植体験 

194人 

美浜町花き園芸組合 平成28年９月 

～平成28年10月 ３日間

美浜町内小学校６校 

花壇苗の鉢上げ・移植体験 

180人 

西三河 西尾幡豆 

カーネーション部会 

平成28年４月21日（木）

～22日（金） 

西尾市内保育園12園 

フラワーアレンジメント 

443人 

年度 実施校数 実施人数 

H25  20校 1,404人 

H26  18校 1,360人 

H27  26校 1,621人 

H28  42校 2,471人 

表１ 小学校での花育教室実施状況 

表２ 県内各地での花育教室実施状況
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東三河 ひまわり農協 

花き連合 

 

平成28年５月21日（土）

～22日（日） 

豊川市市民球場 

フラワーアレンジメント 

215人 

 ひまわり農協 

花き連合 

 

平成28年 12月 10日（土）

平成29年２月12日（日）

グリーンセンター豊川 

フラワーアレンジメント 

60人 

愛知みなみ農協 

営農協議会 

平成28年６月 

～平成29年２月 ６日間

田原市内小学校６校 

フラワーアレンジメント 

294人 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３ 花育ティーチャーの登録・派遣について 

  花の王国あいち県民運動実行委員会では、花育を効率的かつ効果的に実施するため、花

育ティーチャーを登録し、花育活動の指導・支援を希望する利用者の要請に応じて派遣し

ています。花育ティーチャーは、花や緑に関する各種団体や生産者・試験研究等の経験の

ある者、また日頃から花育活動を実施している者を対象とし、資格の有無は問いません。

現在は、12団体、46個人が登録しています。 

 

４ その他の取組について 

  県内の小中学校等を対象とした学校花壇コンクール（フラワー・ブラボー・コンクール）

を実施し、参加校に対して、発芽や苗の育成などに関する技術的助言を行うとともに、教

育委員会の審査員が、花壇作りにおける教育面での利活用をアドバイスしています（表３）。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

５ 今後の取組について 

  平成 29年度も、小学校やイベント等において花育教室を実施するとともに、花育ティー

チャーを随時登録・派遣し、花育を推進していきます。 

年度 実施校数 うち小学校 うち中学校 

H11 127校 102校 25校 

H21 122校  92校 30校 

H27 142校 110校 32校 

H28 141校 110校 31校 

H29 134校 104校 30校 

フラワーアレンジメント       花壇作り          寄せ植え 

表３ フラワー・ブラボー・コンクールの実施状況 

学校花壇 
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愛 知 産 青 果 物 の 動 向

「青果物の見通し」及び「花きの見通し」ページにおいて使用する『変動の幅
を表す用語』につきましては、下記の基準で記載しております。

わずか ：±２％台以内
や や ：±３～５％台
かなり ：±６～15％台
大 幅 ：±１６％以上

○ 名古屋市中央卸売市場（品目：アールスメロン）

入 荷 量 卸 売 価 格 前年の主な他産地
(ｔ) うち愛知産 (円/kg) 愛知産 （上位３産地）

２８年実績 １，４２９ ２８７ ８３６ ５４６ 静岡 (３８％)
(２０％) 熊本 (１４％)

高知 (１４％)
２９年見通し １，３５０ － ８８０ －

入荷量及び卸売価格の概要と見通し 卸売市場から産地への要望・提言等

県産は８月の盆に向けて入荷量が増加す 県産の入荷量が多い夏時期を含め、ギフト
るが、栽培面積は年々減少しており、全体 向けとしての需要が高いため、他の作目以上
的な入荷量は減少する見通し。他県でも静 に高い品質という点を意識して、栽培管理と
岡などのブランド化された地域を除いて、 出荷調製をお願いしたい。
トマトなどの他品目への転換が進み、全国 また、栽培面積の減少に伴い、年々入荷量
的に栽培面積が減少傾向にある。 が減少傾向にあるが、需要の高い時期に必要

入荷量は前年をやや下回り、価格は前年 量が確保できるよう計画的な作付けをお願い
をやや上回る見込み。 したい。

○ 東京都中央卸売市場（品目：とうがん）

入 荷 量 卸 売 価 格 前年の主な他産地
(ｔ) うち愛知産 (円/kg) 愛知産 （上位３産地）

２８年実績 ２，６３３ ８８１ １３４ １５０ 神奈川（１９％）
(３３％) 静岡 （１８％）

沖縄 （１６％）
２９年見通し ２，６００ － １３０ －

入荷量及び卸売価格の概要と見通し 卸売市場から産地への要望・提言等

前年は、静岡、茨城、本県が出荷を伸ば スマホの普及でレシピ検索が容易となり、
し、総入荷量は前々年をかなり上回った。 ネット上のレシピも豊富な状況にあるなか、
価格は高値だった前々年を下回った。 一般家庭向け利用方法について積極的な提案

５月までの入荷量は前年をやや上回り、 を量販店等に行い、売場で紹介してほしい。
生育は各産地ともおおむね良好である。特 愛知県産については品質に問題なく、これ
に４月の出荷量が多く、単価は前年同月を まで通り、形や色を揃えるなど高品質の保持
下回っている。 に努めてほしい。

入荷量は前年並で、価格は前年をわずか
に下回る見込み。

9



名古屋・東京市場における青果物の７月の見通し

６月１６日 現在 単位：入荷量＝トン、卸売価格＝円／kg

入　荷　量 卸　売　価　格

上　旬 中　旬 下　旬

２４年 ２９，７９３ 208 213 198 長野 27%
２５年 ３０，３２７ 237 239 210 北海道 11%
２６年 ２９，５８９ 221 215 210 群馬 10%
２７年 ２８，８９３ 257 266 267 愛知 9%
２８年 ２８，２８２ 254 261 245

５ ヵ 年 平 均 ２９，３７７ － － －

２９年見通し ２８，３００ － － －

２４年 １，８２０ 81 80 75 青森 60%
２５年 １，７４６ 118 83 83 北海道 28%
２６年 １，５５７ 78 78 78 岐阜 9%
２７年 １，４４２ 126 133 107 長野 2%
２８年 １，３４９ 147 133 101

５ ヵ 年 平 均 １，５８３ 108 99 88

２９年見通し １，４００ 110 110 110

２４年 １，６０３ 241 166 120 青森 64%
２５年 １，６７２ 157 115 105 北海道 33%
２６年 １，６４４ 136 116 117 千葉 1%
２７年 １，５５４ 117 124 199
２８年 １，４８４ 127 169 200

５ ヵ 年 平 均 １，５９１ 156 137 147

２９年見通し １，５００ 140 140 140

に
　
ん
　
じ
　
ん

１６３
１２４
１１９
１４７
１６５

　青森を中心に北海道などから入荷する。
６月の主産地である岐阜から青森、北海道
に切り替わるが、岐阜では資材費高騰の影
響で播種量が減り、６月の入荷量が減少し
ている。また、北海道は生育が遅れ気味。
　入荷量は前年並で、価格は前年をかなり
下回る見込み。

産地状況と
入荷量及び卸売価格の概況見通し

１１０  入荷量・価格の動き

産地状況と
入荷量及び卸売価格の概況見通し

　青森、北海道を中心に岐阜などから入荷す
る。青森は年々作付面積が減少しているほ
か、本年は６月中旬現在までの入荷量が少な
く、一部の入荷が７月にずれ込む見通し。北
海道は７月の入荷に向けて生育順調。
　入荷量は前年をやや上回り、価格は高かっ
た前年をかなり下回る見込み。

１４３

　長野、北海道、群馬、愛知などから入荷
する。ここまで低温と干ばつ傾向が続いて
おり、気温の上昇に伴い栽培を終える冬春
産地の出荷期間が延長し、市場に荷が残る
可能性も考えられる。
　入荷量は前年並で、価格は前年をわずか
に下回る見込み。

１４０  入荷量・価格の動き

 前年及び本年の

前年主要産地（％）

２３０

２４６
 前年及び本年の

 入荷量・価格の動き

だ
　
い
　
こ
　
ん

７６
９１
７６

１１７
１２１

９４  前年及び本年の

品
目
名

　　　　区分
実績
と見通し

産地状況と
入荷量及び卸売価格の概況見通し

野
　
菜
　
計

２１９
２０４
２１３
２６２
２５２

名 古 屋 市 中 央 卸 売 市 場
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注）

６月２９日 現在 単位：入荷量＝トン、卸売価格＝円／kg

入　荷　量 卸　売　価　格

上　旬 中　旬 下　旬

２４年 １２３，３６３ 224 215 212 群馬 16%
２５年 １２７，０８３ 267 251 234 長野 15%
２６年 １２７，２６０ 238 227 223 茨城 12%
２７年 １２２，８６５ 262 289 274 青森 9%
２８年 １１９，６２１ 266 276 253 千葉 8%

５ ヵ 年 平 均 １２４，０３８ － － －

２９年見通し １２５，０００ － － －

２４年 ８，７０３ 76 68 68 北海道 49%
２５年 ８，９５２ 117 78 80 青森 46%
２６年 ９，２１２ 81 72 74 群馬 2%
２７年 ９，４３７ 121 116 94 岩手 1%
２８年 ８，２８３ 149 122 96 神奈川 1%

５ ヵ 年 平 均 ８，９１７ 108 91 82

２９年見通し ７，９００ 110 105 115

２４年 ６，２９１ 185 152 115 青森 52%
２５年 ６，７５３ 137 117 115 北海道 23%
２６年 ６，８９５ 121 109 112 千葉 22%
２７年 ６，８４３ 110 114 189 中国 2%
２８年 ６，１３３ 110 157 191

５ ヵ 年 平 均 ６，５８３ 132 129 144

２９年見通し ６，１００ 110 120 130

 入荷量・価格の動き

に
　
ん
　
じ
　
ん

１２０  入荷量・価格の動き

 前年及び本年の

産地状況と
入荷量及び卸売価格の概況見通し

１５０

１３４

２４７

２５０
 前年及び本年の

 入荷量・価格の動き

だ
　
い
　
こ
　
ん

７０
９０
７６

１０８
１１９

９２

産地状況と
入荷量及び卸売価格の概況見通し

１１０

品
目
名

　　　　区分
実績
と見通し

産地状況と
入荷量及び卸売価格の概況見通し

野
　
菜
　
計

２１７
２５０
２２９
２７４

前年主要産地（％）

２６５

　東北以北、高冷地産で低温や干ばつの影
響を受けた品目が多かったが、６月下旬以
降は回復に向かっている。７月も大きな天
候の崩れがなければ、入荷量は回復すると
見込まれる。
　入荷量は前年をやや上回り、価格は高値
だった前年をやや下回る見込み。

１４９
１２４

 前年及び本年の

　北海道、青森からの入荷が中心となる。
青森は作業遅れや地温が上がらない影響に
より平年作を下回る見通し。北海道は低温
によりやや遅れがあるものの回復すると見
込まれる。
　入荷量は前年をやや下回り、価格は高値
だった前年をかなり下回る見込み。

　青森、北海道、千葉からの入荷がほとん
どを占める。東北以北の産地で低温による
遅れがあるが７月は回復基調となる。６月
に降雨の続いた北海道を除き、各産地とも
平年並の出荷が計画される。
　入荷量は前年並。価格は高値だった前年
を大幅に下回る見込み。

１１４
１３４

「ねぎ」は「こねぎ」を含む。
「なす」は「長なす」と「べいなす」を含む。

東 京 都 中 央 卸 売 市 場
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６月１６日 現在 単位：入荷量＝トン、卸売価格＝円／kg

入　荷　量 卸　売　価　格

上　旬 中　旬 下　旬

２４年 １，８６５ 64 51 51 長野 98%
２５年 １，５２９ 79 83 107 愛知 2%
２６年 １，６５０ 78 59 64
２７年 １，４１３ 80 77 98
２８年 １，６７３ 54 59 56

５ ヵ 年 平 均 １，６２６ 70 65 73

２９年見通し １，５００ 60 60 60

２４年 ４，２５９ 61 57 59 群馬 57%
２５年 ３，８３９ 111 98 108 長野 26%
２６年 ４，２２７ 81 66 75 茨城 9%
２７年 ４，００９ 92 86 107
２８年 ４，１３６ 75 82 80

５ ヵ 年 平 均 ４，０９４ 83 77 85

２９年見通し ４，０００ 90 80 70

２４年 ２２６ 622 576 598 岐阜 84%
２５年 ２０４ 871 646 621 茨城 6%
２６年 １８３ 569 667 662 静岡 3%
２７年 １８３ 677 701 725 愛知 3%
２８年 １８２ 714 748 673

５ ヵ 年 平 均 １９６ 691 663 652

２９年見通し １９０ 700 660 650

６１７
７０９
７０１

６６４

品
目
名

　　　　区分
実績
と見通し

前年主要産地（％）

６０

キ
　
ャ

　
ベ
　
ツ

 前年及び本年の

６６０  入荷量・価格の動き

産地状況と
入荷量及び卸売価格の概況見通し

　岐阜の高冷地ものを中心に入荷する。岐
阜では６月の入荷量が減少する見通しだ
が、原因は５月上旬の作付が少なかったた
めで、７月の入荷は回復すると思われる。
　入荷量は前年をやや上回り、価格は前年
をやや下回る見込み。

ほ
　
う
　
れ
　
ん
　
そ
　
う

６００
７０２

は
　
く
　
さ
　
い

５０
８４
６４
８３
５３

６６

５７
１０５

７２
９５
７７

８１

８０

産地状況と
入荷量及び卸売価格の概況見通し

 入荷量・価格の動き

　群馬、長野を中心に、茨城などから入荷
する。作況は低温と干ばつの影響でやや生
育の遅れが見られるが、おおむね順調。７
月中旬から入荷量が増加し、下旬にピーク
を迎える見通し。
　入荷量は前年をやや下回り、価格は前年
をやや上回る見込み。

 入荷量・価格の動き

産地状況と
入荷量及び卸売価格の概況見通し

　長野からの入荷が主体となる。６月中旬
現在の長野の作況は、干ばつ傾向により肥
大が進まず、一部ではアンコ（芯腐れ）症
状も発生。今後降雨があれば入荷量が増加
するが、現状では厳しい見通し。入荷量は
前年をかなり下回り、価格は安かった前年
をかなり上回る見込み。

 前年及び本年の

 前年及び本年の

名 古 屋 市 中 央 卸 売 市 場
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６月２９日 現在 単位：入荷量＝トン、卸売価格＝円／kg

入　荷　量 卸　売　価　格

上　旬 中　旬 下　旬

２４年 ５，６６９ 55 45 51 長野 90%
２５年 ５，８３４ 76 82 107 群馬 9%
２６年 ５，９５５ 75 57 63 茨城 1%
２７年 ５，７８３ 76 71 95
２８年 ５，７８３ 54 54 53

５ ヵ 年 平 均 ５，８０５ 67 62 74

２９年見通し ５，８００ 70 70 70

２４年 １５，０３２ 57 48 49 群馬 72%
２５年 １６，３４４ 106 86 100 岩手 14%
２６年 １６，０２８ 80 66 64 長野 5%
２７年 １５，６１２ 89 82 99 茨城 3%
２８年 １６，２３２ 73 75 70 千葉 2%

５ ヵ 年 平 均 １５，８５０ 81 72 77

２９年見通し １６，０００ 80 65 65

２４年 １，０７４ 492 447 618 群馬 27%
２５年 ９２３ 754 609 646 茨城 23%
２６年 ９７２ 552 640 677 栃木 22%
２７年 ９９０ 589 717 698 岩手 13%
２８年 ９２３ 640 612 602 岐阜 6%

５ ヵ 年 平 均 ９７６ 601 602 648

２９年見通し ９５０ 640 610 610

６１７
６６０

７３

７７

７０

品
目
名

　　　　区分
実績
と見通し

前年主要産地（％）

ほ
　
う
　
れ
　
ん
　
そ
　
う

５１３
６７１

キ
　
ャ

　
ベ
　
ツ

産地状況と
入荷量及び卸売価格の概況見通し

６９

 前年及び本年の

６２０  入荷量・価格の動き

産地状況と
入荷量及び卸売価格の概況見通し

６１３

６１８

５１
９７

は
　
く
　
さ
　
い

５０
８８
６６
８１
５４

６８

７０  入荷量・価格の動き

産地状況と
入荷量及び卸売価格の概況見通し

 前年及び本年の

 前年及び本年の

９１

　群馬など関東高冷地と岩手からの入荷が
中心となる。各産地とも低温、干ばつの影
響をうけやや遅れているものの、７月全体
の入荷量は前年、平年並と見込まれる。
　入荷量は前年をやや上回り、価格は前年
並となる見込み。

 入荷量・価格の動き

　長野、群馬からの入荷がほとんどを占め
る。主力の長野は低温・少雨の影響が見ら
れるものの、おおむね順調な仕上がり。入
荷のペースは緩やかだが、今後の気温の上
昇、降雨により増えると見込まれる。
　入荷量は前年並。価格は安値だった前年
を大幅に上回り平年並となる見込み。

　群馬を中心に岩手などから入荷する。群
馬は低温、干ばつの影響をほとんど受けず
順調。ピーク期は海の日頃からを見込む。
岩手はやや遅れるも、順調だった前年並の
出荷が見込まれる。
　入荷量は前年並。価格も前年並だが過去
に数年続いた高値には及ばない見込み。

東 京 都 中 央 卸 売 市 場
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６月１６日 現在 単位：入荷量＝トン、卸売価格＝円／kg

入　荷　量 卸　売　価　格

上　旬 中　旬 下　旬

２４年 ７４０ 384 408 380 愛知 24%
２５年 ７１３ 410 452 424 茨城 16%
２６年 ６８５ 403 407 376 静岡 14%
２７年 ６５１ 466 493 468 大分 12%
２８年 ５８９ 470 517 451

５ ヵ 年 平 均 ６７６ 424 452 418

２９年見通し ６５０ 450 450 450

２４年 ２，４８８ 113 115 126 長野 99%
２５年 ２，５０８ 198 206 153
２６年 ２，７８０ 154 150 164
２７年 ２，４０９ 159 200 221
２８年 ２，３８４ 139 146 133

５ ヵ 年 平 均 ２，５１４ 153 163 159

２９年見通し ２，５００ 140 150 160

２４年 １，４０４ 275 255 249 長野 63%
２５年 １，３３５ 331 290 275 北海道 19%
２６年 １，３９６ 249 254 244 愛知 4%
２７年 １，２４２ 295 323 280 山形 4%
２８年 １，３１６ 354 347 280

５ ヵ 年 平 均 １，３３９ 300 292 265

２９年見通し １，３００ 350 330 270

３８４
４２２

ね
　
　
 
　
ぎ

き
　
ゅ

　
う
　
り

２５７
２９５
２４７
２９６
３２５

　　　　区分
実績
と見通し

前年主要産地（％）

 前年及び本年の

３００  入荷量・価格の動き

産地状況と
入荷量及び卸売価格の概況見通し

　７月上中旬は長野中心で、中下旬からは
東北、北海道の入荷が始まる。６月中旬現
在は、低温の影響で長野からの入荷が少な
い。東北は生育順調で、７月中下旬以降は
入荷量が安定する見通し。
　入荷量は前年並で、価格は前年をかなり
下回る見込み。

２８３

 前年及び本年の

１５０  入荷量・価格の動き

産地状況と
入荷量及び卸売価格の概況見通し

　長野が主体の入荷となる。標高の高い高
冷地が主産地となるが、６月中旬現在の作
柄は順調。７月の入荷物は大玉傾向で推移
する見通し。
　入荷量は前年をやや上回り、価格は前年
をかなり上回る見込み。

レ
　
　
タ
　
　
ス

１１０
１７７
１５１
１８９
１３４

１５２

 前年及び本年の

４５０  入荷量・価格の動き

産地状況と
入荷量及び卸売価格の概況見通し

　愛知、茨城を中心に入荷する。白ねぎは
大分、静岡、鳥取などが中心となる。九州
産は徐々に入荷が終了し、北海道から夏ね
ぎも入荷されるが、北海道では低温による
生育遅れが見られる。
　入荷量は前年をかなり上回り、価格は前
年をわずかに下回る見込み。

３８６
４６４
４６３

４２２

品
目
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６月２９日 現在 単位：入荷量＝トン、卸売価格＝円／kg

入　荷　量 卸　売　価　格

上　旬 中　旬 下　旬

２４年 ４，５１７ 331 365 290 茨城 59%
２５年 ４，４５６ 410 438 386 千葉 14%
２６年 ４，３３８ 427 372 339 埼玉 5%
２７年 ４，３１３ 535 493 433 中国 5%
２８年 ４，２６３ 477 504 384 秋田 4%

５ ヵ 年 平 均 ４，３７７ 435 434 366

２９年見通し ４，３００ 450 450 390

２４年 ９，６１０ 100 104 107 長野 83%
２５年 ９，６３０ 200 201 157 群馬 13%
２６年 ９，６４７ 157 159 172 岩手 2%
２７年 ９，０６４ 164 207 219
２８年 １０，０２０ 131 136 123

５ ヵ 年 平 均 ９，５９４ 150 161 155

２９年見通し ９，８００ 140 140 140

２４年 ７，８６８ 230 212 230 福島 38%
２５年 ７，５９２ 280 268 289 岩手 12%
２６年 ７，７３６ 216 218 199 秋田 11%
２７年 ７，３４３ 250 291 264 山形 7%
２８年 ６，８３５ 366 355 262 群馬 5%

５ ヵ 年 平 均 ７，４７５ 266 266 248

２９年見通し ６，７００ 280 280 280

３２８
４１２

ね
　
　
 
　
ぎ

き
　
ゅ

　
う
　
り

２２４
２７９
２０９
２６８
３２４

　　　　区分
実績
と見通し

前年主要産地（％）

 前年及び本年の

２８０  入荷量・価格の動き

産地状況と
入荷量及び卸売価格の概況見通し

２５９

　福島、岩手など東北産地からの入荷に切
り替わる。夜温が低い東北の増量ペースが
鈍く、切り上がりの産地との端境が生じる
ことで、若干の品薄感が残るが、気温上昇
により解消されると見込まれる。
　入荷量は前年をわずかに下回り、価格は
高値だった前年をかなり下回る見込み。

１３０

１５０

　長野を中心に群馬、岩手からの入荷とな
る。主力の長野は６月が低温と干ばつによ
り小玉となったが、７月は降雨の予報もあ
り回復が見込まれる。病害虫の発生も少な
く、天候次第で入荷増も見込まれる。
　入荷量は前年をわずかに下回り、価格は
前年をかなり上回る見込み。

 前年及び本年の

１４０  入荷量・価格の動き

産地状況と
入荷量及び卸売価格の概況見通し

４３０  入荷量・価格の動き

産地状況と
入荷量及び卸売価格の概況見通し

　茨城を中心に千葉、埼玉などからの入荷
となる。乾燥の影響から太物の発生が少な
いとの懸念もあるが今後の降雨次第。生育
は良好で、入荷は平年には及ばないものの
前年を上回ると見込まれる。
　入荷量は前年をわずかに上回り、価格は
前年をやや下回る見込み。

レ
　
　
タ
　
　
ス

１０７
１８６
１３２
１９７

品
目
名

４８３
４５０

４１０  前年及び本年の

３７９
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６月１６日 現在 単位：入荷量＝トン、卸売価格＝円／kg

入　荷　量 卸　売　価　格

上　旬 中　旬 下　旬

２４年 １，００５ 294 316 300 愛知 40%
２５年 ９６９ 333 275 238 徳島 17%
２６年 ９４７ 260 279 279 山梨 15%
２７年 ９３１ 332 380 322 宮崎 7%
２８年 ８８９ 315 320 321

５ ヵ 年 平 均 ９４８ 307 314 291

２９年見通し ９２０ 310 310 310

２４年 １，４０２ 325 320 317 岐阜 37%
２５年 １，２４７ 376 375 344 愛知 25%
２６年 １，４４２ 296 317 293 北海道 19%
２７年 １，４５１ 302 358 295 長野 5%
２８年 １，３０８ 330 349 333

５ ヵ 年 平 均 １，３７０ 324 343 315

２９年見通し １，３１０ 325 325 325

２４年 ３４９ 618 614 635 愛知 41%
２５年 ３４６ 673 787 558 北海道 37%
２６年 ３８８ 541 554 582 茨城 7%
２７年 ４０９ 542 643 633 長野 7%
２８年 ３８４ 623 786 715

５ ヵ 年 平 均 ３７５ 597 675 626

２９年見通し ４００ 600 650 650

品
目
名

前年主要産地（％）　　　　区分
実績
と見通し

 前年及び本年の

６３０  入荷量・価格の動き

産地状況と
入荷量及び卸売価格の概況見通し

　愛知、北海道を中心に入荷する。熊本が
７月上旬に終了し、愛知産が中下旬から増
加する。北海道は生育順調だが、低温で入
荷量が減る可能性もある。中旬は、産地の
切り替わりにより単価が上昇する見通し。
　入荷量は前年をやや上回り、価格は前年
をかなり下回る見込み。

ミ
　

ニ
　

ト
　

マ
　

ト

６２２
６７０
５６０
６１０
７０１

６３２

 前年及び本年の

３２５  入荷量・価格の動き

産地状況と
入荷量及び卸売価格の概況見通し

　岐阜、愛知、北海道の夏秋トマトが中心
となる。夏秋産地の生育状況は順調で、安
定した入荷が期待される。春トマトの産地
は７月に入り徐々に終了する見通し。
　入荷量は前年並で、価格は前年をわずか
に下回る見込み。

ト
　
　
マ
　
　
ト

３１８
３６３
３００
３１１
３３５

３２４

 前年及び本年の

３１０  入荷量・価格の動き

産地状況と
入荷量及び卸売価格の概況見通し

　愛知、山梨、徳島が入荷の中心となる。
夏秋なすは、定植時期である４月前半の気
温が低く入荷が出遅れ気味だが、気温の上
昇に伴い入荷量が増加する見通し。
　入荷量は前年をやや上回り、価格は前年
をわずかに下回る見込み。

な
　
　
　
　
す
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６月２９日 現在 単位：入荷量＝トン、卸売価格＝円／kg

入　荷　量 卸　売　価　格

上　旬 中　旬 下　旬

２４年 ４，４７９ 354 355 320 群馬 29%
２５年 ４，５５３ 414 304 307 茨城 25%
２６年 ４，７３１ 327 337 266 栃木 24%
２７年 ４，４７４ 422 439 297 埼玉 4%
２８年 ４，２７３ 393 378 348 千葉 3%

５ ヵ 年 平 均 ４，５０２ 381 362 307

２９年見通し ４，２００ 390 390 360

２４年 ８，８７４ 307 295 301 青森 14%
２５年 ８，１６７ 369 343 353 北海道 12%
２６年 ８，７０７ 317 310 281 栃木 11%
２７年 ８，９３４ 306 345 268 千葉 10%
２８年 ７，８６１ 301 333 332 岩手 7%

５ ヵ 年 平 均 ８，５０９ 320 325 306

２９年見通し ７，８００ 320 320 290

２４年 １，４３４ 566 591 533 茨城 24%
２５年 １，６０６ 566 683 511 福島 14%
２６年 １，７２６ 506 568 540 青森 11%
２７年 １，８２３ 506 601 577 北海道 10%
２８年 １，６０６ 560 718 687 愛知 8%

５ ヵ 年 平 均 １，６３９ 539 631 570

２９年見通し １，７００ 550 650 600

　青森、北海道からの入荷が本格化し、千
葉、愛知は終盤に入る。乾燥により灌水が
上手く行えない一部のほ場で、花数、樹勢
への影響が見られるが、おおむね生育は順
調である。
　入荷量は前年をやや上回り、価格は高値
となった前年をかなり下回る見込み。

６００

５７９  前年及び本年の

品
目
名

前年主要産地（％）　　　　区分
実績
と見通し

 入荷量・価格の動き

産地状況と
入荷量及び卸売価格の概況見通し

ミ
　

ニ
　

ト
　

マ
　

ト

５６１
５８７
５３７
５５８
６５８

 前年及び本年の

３８０  入荷量・価格の動き

産地状況と
入荷量及び卸売価格の概況見通し

　東北、北海道からの入荷が本格化し、関
東と併せて入荷の中心となる。これまでの
低温、乾燥により小玉傾向の産地が散見さ
れるが、各産地とも生育はおおむね順調で
あり回復が見込まれる。
　入荷量は少なかった前年並。価格は前年
をやや下回る見込み。

３２２

３１４ト
　
　
マ
　
　
ト

３０１
３５３
３００
２９７

 前年及び本年の

３１０  入荷量・価格の動き

産地状況と
入荷量及び卸売価格の概況見通し

な
　
　
　
　
す

３４１
３３７
３０８
３６９
３７２

３４５

　栃木、群馬、茨城など関東産地からの入
荷が中心となる。西南暖地が減少する中、
関東産は低温、干ばつの影響で増加ペース
が鈍い。着果状況等は良好のため、今後の
天候次第で入荷量は増えると見込まれる。
　入荷量は前年並で、価格は前年をわずか
に上回る見通し。
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６月１６日 現在 単位：入荷量＝トン、卸売価格＝円／kg

入　荷　量 卸　売　価　格

上　旬 中　旬 下　旬

２４年 ４８０ 282 355 324 茨城 31%
２５年 ３９８ 441 516 411 北海道 24%
２６年 ５２６ 326 318 263 岩手 19%
２７年 ４４６ 388 481 492 宮崎 9%
２８年 ４０８ 378 445 422

５ ヵ 年 平 均 ４５２ 359 416 376

２９年見通し ４００ 400 400 400

２４年 １，５６６ 86 103 86 静岡 36%
２５年 １，５３６ 85 166 132 北海道 16%
２６年 １，５５４ 142 150 146 長崎 14%
２７年 １，６９０ 296 287 218 青森 13%
２８年 １，４０３ 214 204 182

５ ヵ 年 平 均 １，５５０ 166 183 153

２９年見通し １，４８０ 160 160 160

２４年 ３，４１２ 63 64 67 兵庫 77%
２５年 ３，２４５ 131 127 130 愛知 15%
２６年 ３，６８８ 81 82 85 北海道 3%
２７年 ３，６２６ 107 110 112 中国 3%
２８年 ３，６３６ 154 155 156

５ ヵ 年 平 均 ３，５２１ 107 108 110

２９年見通し ３，６００ 150 150 150

品
目
名

　　　　区分
実績
と見通し

前年主要産地（％）

 前年及び本年の

１５０  入荷量・価格の動き

産地状況と
入荷量及び卸売価格の概況見通し

　兵庫を中心に、愛知などから入荷する。
愛知は７月上旬に終了し、その後は淡路島
産が中心となる。６月中旬現在の入荷量は
やや少ないが、７月には順調な入荷となる
見通し。
　入荷量は前年並で、価格は高かった前年
をわずかに下回る見込み。

た
　
ま
　
ね
　
ぎ

６４
１２９

８２
１１０
１５４

１０８

 前年及び本年の

１６０  入荷量・価格の動き

産地状況と
入荷量及び卸売価格の概況見通し

　静岡を中心に、北海道、長崎、青森など
からの入荷となる。静岡は干ばつにより小
玉傾向。北海道は７月下旬から入荷が始ま
る見通しで、生食向けの作付面積は減少し
ているものの、本年の生育は順調。
　入荷量は前年をやや上回り、価格は高
かった前年をかなり下回る見込み。

ば
　
れ
　
い
　
し
　
ょ

８９
１２６
１３６
２４４
１８８

１５７

 前年及び本年の

４００  入荷量・価格の動き

産地状況と
入荷量及び卸売価格の概況見通し

　茨城、北海道、岩手を中心に入荷する。
６月中旬現在は茨城などが中心だが、茨城
は７月上旬頃に終了。北海道、岩手の入荷
が６月下旬から始まり、７月中下旬にピー
クを迎える。
　入荷量は前年並で、価格は前年をやや下
回る見込み。

ピ
　
ー

　
マ
　
ン

３０３
４３５
２９５
４４６
４２１

３７４

名 古 屋 市 中 央 卸 売 市 場名 古 屋 市 中 央 卸 売 市 場名 古 屋 市 中 央 卸 売 市 場
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６月２９日 現在 単位：入荷量＝トン、卸売価格＝円／kg

入　荷　量 卸　売　価　格

上　旬 中　旬 下　旬

２４年 ２，０１８ 220 273 254 茨城 57%
２５年 １，９１１ 433 474 331 岩手 25%
２６年 ２，０９９ 313 287 247 福島 6%
２７年 １，９００ 345 461 445 青森 5%
２８年 １，７９２ 378 455 414 高知 2%

５ ヵ 年 平 均 １，９４４ 336 386 334

２９年見通し １，８００ 370 380 360

２４年 ５，４７３ 92 90 81 茨城 37%
２５年 ５，５２８ 129 147 171 千葉 21%
２６年 ５，８９９ 132 138 140 静岡 16%
２７年 ５，６２７ 264 243 182 北海道 8%
２８年 ５，６１３ 180 174 164 長崎 7%

５ ヵ 年 平 均 ５，６２８ 160 159 148

２９年見通し ５，３００ 130 130 130

２４年 ８，３１２ 145 139 143 兵庫 39%
２５年 ９，９１５ 86 89 91 佐賀 10%
２６年 ９，１９８ 115 119 127 中国 9%
２７年 ９，２６２ 153 172 164 香川 9%
２８年 ８，０８６ 154 178 180 群馬 6%

５ ヵ 年 平 均 ８，９５５ 129 138 139

２９年見通し ８，７００ 100 100 100

　茨城、岩手、福島からの入荷が中心とな
る。茨城の作型移行期、東北の生育遅れに
より前半の増量ペースは鈍い。後半は気温
上昇に伴い入荷量が増加する見通し。
　入荷量は前年並。価格は高値だった前年
をかなり下回る見込み。

　茨城、千葉、静岡、長崎からの入荷が中
心となる。九州産は上旬でほぼ終了する。
各産地とも玉伸びが悪く小玉傾向。続く北
海道産は後半からだが、出方は天候次第と
なる。
　入荷量は前年をやや下回り、価格は前年
を大幅に下回る。

　兵庫、佐賀、香川からの入荷が中心とな
る。前年、病害の発生で出荷量を減らした
佐賀は、入荷量を倍増させるも平年作に及
ばず回復途上。全体の予想入荷量は前年を
上回るが、平年を下回る見通し。
　入荷量は前年をかなり上回り、価格は高
値となった前年を大幅に下回る見込み。

産地状況と
入荷量及び卸売価格の概況見通し

 前年及び本年の

品
目
名

　　　　区分
実績
と見通し

前年主要産地（％）

 前年及び本年の

１００  入荷量・価格の動き

 前年及び本年の

１３０  入荷量・価格の動き

産地状況と
入荷量及び卸売価格の概況見通し

た
　
ま
　
ね
　
ぎ

１４２
８９

１２０
１６３
１７１

１３５

ば
　
れ
　
い
　
し
　
ょ

８８
１４７
１３６
２２９
１７３

１５５

３７０  入荷量・価格の動き

産地状況と
入荷量及び卸売価格の概況見通し
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※アールスメロンの旬別単価は、データが存在しないため表示しない。

６月１６日 現在 単位：入荷量＝トン、卸売価格＝円／kg

入　荷　量 卸　売　価　格

上　旬 中　旬 下　旬

２４年 １０，４１１ 368 326 335 愛知 13%
２５年 １１，１６６ 351 336 340 長野 13%
２６年 １０，５４１ 351 336 340 フィリピン 12%
２７年 ９，１２１ 385 391 421 山形 9%
２８年 ８，４１１ 405 424 461

５ ヵ 年 平 均 ９，９３０ 370 359 374

２９年見通し ８，５００ － － －

２４年 ２５０ － － － 愛知 50%
２５年 ２５６ － － － 静岡 37%
２６年 ２５０ － － － 高知 9%
２７年 ２２７ － － － 茨城 3%
２８年 １９７ － － －

５ ヵ 年 平 均 ２３６ － － －

２９年見通し １９０ － － －

２４年 ３，５１１ 148 130 133 長野 24%
２５年 ３，７８３ 166 150 159 石川 23%
２６年 ３，７３２ 131 109 133 愛知 17%
２７年 ２，７６７ 120 123 182 山形 16%
２８年 ２，６０３ 172 183 224

５ ヵ 年 平 均 ３，２７９ 147 137 162

２９年見通し ２，６００ － － －

品
目
名

　　　　区分
実績
と見通し

前年主要産地（％）

果
　
　
実
　
　
計

３６４
３１９
３４５
４００
４３０

３６８  前年及び本年の

４００  入荷量・価格の動き

産地状況と
入荷量及び卸売価格の概況見通し

　愛知、長野、フィリピン、山形などから
入荷する。品目はすいか、ももなどが中心
となる。低温と干ばつによる果実肥大不足
や入荷の遅れが懸念されたが、６月中旬の
入荷量はおおむね前年並となった。
　入荷量は前年並で、価格は高かった前年
をかなり下回る見込み。

ア
　
ー

　
ル
　
ス
　
メ
　
ロ
　
ン

５６８
５８４
５３７
５８３
６６８

５８５  前年及び本年の

６８０  入荷量・価格の動き

産地状況と
入荷量及び卸売価格の概況見通し

　愛知、静岡が入荷の中心となる。７月に
入り愛知産の入荷が増加するが、栽培面積
は年々減少しており、全体の入荷量は減少
する見通し。
　入荷量は前年をやや下回り、価格は前年
並となる見込み。

す
　
　
い
　
　
か

１３６
１５６
１２３
１４０
１９２

１４７  前年及び本年の

１５０  入荷量・価格の動き

産地状況と
入荷量及び卸売価格の概況見通し

　石川、長野、愛知、新潟などが入荷の中
心となる。低温傾向だが、開花・受粉時の
天候が良好だったこともあり、６月上旬及
び中旬の入荷量は前年を上回る状況。
　７月の入荷量は前年並で、価格は高かっ
た前年を大幅に下回る見込み。
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６月２８日 現在 単位：入荷量＝トン、卸売価格＝円／kg

入　荷　量 卸　売　価　格

上　旬 中　旬 下　旬

２４年 ３８，６８７ 367 338 316 山梨 16%

２５年 ３９，４８９ 398 351 340 山形 15%

２６年 ３９，５７１ 422 345 349 千葉 9%

２７年 ３８，２８２ 385 374 367 青森 7%

２８年 ３４，８８３ 407 429 420 新潟 6%

５ ヵ 年 平 均 ３８，１８２ － － －

２８年見通し ３８，０００ － － －

２４年 ６８５ 626 641 511 静岡 50%

２５年 ７１４ 750 683 535 千葉 14%

２６年 ６９８ 621 614 623 茨城 14%

２７年 ６６０ 717 653 631 高知 7%

２８年 ５８２ 777 780 649 山形 5%

５ヵ年平均 ６６８ 698 674 590

２８年見通し ６５０ 720 700 680

２４年 １３，９３３ 154 146 142 山形 24%

２５年 １４，６６１ 180 172 159 千葉 17%

２６年 １４，６９５ 153 138 134 新潟 16%

２７年 １４，８４２ 140 143 170 神奈川 15%

２８年 １２，５０９ 176 192 206 長野 10%

５ヵ年平均 １４，１２８ 161 158 162

２８年見通し １４，０００ 150 170 180

品
目
名

　　　　区分
実績
と見通し

前年主要産地（％）

果
　
　
実
　
　
計

３３９

３６２

３５４

３７４

４１９

３７０  前年及び本年の

３７０  入荷量・価格の動き

産地状況と
入荷量及び卸売価格の概況見通し

  すいか類、もも、メロン類を中心に入荷す
る。５月からの干ばつ傾向でメロン、すいかで
は小玉傾向がみられたが、梅雨入りに伴い回復
している。
  入荷量は東北・北海道で不作傾向がみられた
前年をかなり上回り、価格は高かった前年をか
なり下回る見込み。

ア
　
ー

　
ル
　
ス
　
メ
　
ロ
　
ン

５９６

６６８

５９１

６７２

７４０

６５３  前年及び本年の

７００  入荷量・価格の動き

産地状況と
入荷量及び卸売価格の概況見通し

　静岡、千葉、茨城を中心に入荷する。静岡は
品質は良好で若干の大玉傾向がみられる。千葉
は２Ｌ中心で上旬にピークを迎える見込み。茨
城はオトメメロンからの切り替えが早く、７月
は潤沢な入荷となる見込み。
　入荷量は少なかった前年をかなり上回り、価
格は高かった前年をやや下回る見込み。

す
　
　
い
　
　
か

１４７

１７０

１４０

１５４

１９４

１６１  前年及び本年の

１８０  入荷量・価格の動き

産地状況と
入荷量及び卸売価格の概況見通し

　千葉、新潟に加え、中旬からは長野、山形か
らの入荷が本格化する。長野は生育・着果とも
に順調で３Ｌ中心となる見込み。山形は春先の
低温により生育遅れが懸念されたが、その後回
復して平年並の入荷となる見込み。
　入荷量は少なかった前年をかなり上回り、価
格は高かった前年をかなり下回る見込み。
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切　花　・　鉢　花　の　７　月　の　見　通　し

　切　花（愛知名港花き地方卸売市場　　６月３０日現在）

２４年 ２，２９５ ３０
実 ２５年 ２，２０３ ４６

２６年 ２，０９１ ３１
績 ２７年 ２，０８８ ３９

２８年 １，７７２ ４９

２，０９０ ３９

１，９００ ４０

概
　
要

２４年 ２，０９５ ２１
実 ２５年 ２，５４２ ２３

２６年 ２，４０８ １５
績 ２７年 ２，２３１ ２３

２８年 １，７３９ ３１

２，２０３ ２２

２，０００ ２５

概
　
要

２４年 １，０７９ ３９
実 ２５年 １，２１０ ４５

２６年 １，０８６ ４０
績 ２７年 １，１３９ ４４

２８年 １，０６０ ４２

１，１１５ ４２

１，１００ ４２

概
　
要

２４年 １１４ ６６
実 ２５年 １４８ ８３

２６年 １２０ ８４
績 ２７年 １３９ ８９

２８年 １２６ ８８

１２９ ８２

１３０ ８２

概
　
要

２９年見通し

　長野、福島から入荷する。やや遅れ気味で中旬以降増えてくる。七夕需要があり、前半
は強めの動き。中旬以降は業務の動き次第であるが、厳しい販売となる。

　愛知、埼玉、奈良に加え、長野、岩手からの入荷も始まる。雨不足のため、平年より短
めな物が多く、やや前進傾向。動きは軟調。

５ヶ年平均

２９年見通し

入荷量 卸売価格 前年及び本年の入荷量・価格の動き

カ
ー
ネ
ー
シ
ョ
ン

か
　
す
　
み
　
そ
　
う

　長野、北海道から入荷する。今年は夜温が低かった影響で、若干遅れ気味のスタートと
なったが、６月下旬から前年並になってきており、７月の一番花のピークも大きな山はな
く、ある程度の単価で推移する見込み。

５ヶ年平均

小
　
　
ぎ
　
　
く

品
目

輪
　
　
ぎ
　
　
く 　愛知、三重、長野から入荷する。雨不足で露地物はやや短幹傾向にあるが、高冷地産の

出荷も出そろってくる。新盆需要の動きも多少出てくるが、相場は業務主体の動きとな
る。

　　　　　区分
実績等

５ヶ年平均

２９年見通し

５ヶ年平均

２９年見通し

単位：千本、円／本
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２４年 ４４０ １３４
実 ２５年 ５１９ １２５

２６年 ４０４ １２５
績 ２７年 ３８３ １４６

２８年 ３２５ １５６

４１４ １３６

３８０ １４５

概
　
要

２４年 ３７６ ８４
実 ２５年 ４２３ ９４

２６年 ３６２ ９０
績 ２７年 ３９２ ９２

２８年 ３１４ ９９

３７３ ９２

３５０ ９５

概
　
要

２４年 ８６３ ４６
実 ２５年 ８５６ ５５

２６年 ７８３ ４４
績 ２７年 ７７０ ５０

２８年 ７７０ ４４

８０８ ４８

８００ ４６

概
　
要

２４年 １，８９８ ３９
実 ２５年 １，９６１ ４４

２６年 １，７５３ ４１
績 ２７年 １，８４８ ４４

２８年 １，６１０ ４６

１，８１４ ４３

１，７００ ４５

概
　
要

２９年見通し

　愛知、静岡、鹿児島、輸入などから入荷する。６月中旬ごろから続いていたカトレアの
入荷量の減少は徐々に回復傾向にある。輸入のコチョウランも入荷は落ち着きを取り戻
し、ある程度価格が回復すると思われる。シンビジュウムは輸入主体になり、単価も上昇
傾向の見込み。

２９年見通し

　オリエンタルは新潟、北海道などから入荷。前半は暖地の残りも少しあり、やや多めの
入荷で、厳しい販売となる。ＬＡは新潟、埼玉から入荷。新潟は前半に山がある。東京盆
次第では中値安定販売。鉄砲は高知産から兵庫、愛媛産に代わる。入荷数は少ないが厳し
い販売が予想される。

２９年見通し

　栽培物を中心に愛知、静岡、長野から入荷する。山取りのドウダンは人気が高く、堅調
に推移し、新盆がらみでホオズキの引き合いも強そう。

品
目

　　　　　区分
実績等

入荷量 卸売価格 前年及び本年の入荷量・価格の動き

５ヶ年平均

ば
　
　
　
　
ら

５ヶ年平均

２９年見通し

　愛知、岐阜、和歌山、長野から入荷する。新産地の山形にも期待。三重産は夏休みにな
り、入荷量が多少緩和される。

ゆ
　
　
　
　
り

５ヶ年平均
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５ヶ年平均
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　鉢　花（愛知豊明花き地方卸売市場　　６月１６日現在）

２４年 ２９，５７４ １，０３６

実 ２５年 ３０，９４３ ９７５

２６年 ２４，０００ ９５８

績 ２７年 ２４，３５７ １，０５３

２８年 ２１，５１２ １，１３６

２６，０７７ １，０２７

２１，５００ １，１３５

概
　
要

２４年 ２７，３５０ ３，３１５

実 ２５年 ２９，４３３ ３，３６４

２６年 ２９，１７６ ３，２３５

績 ２７年 ２５，３４６ ３，５２８

２８年 ２３，５０６ ３，４３５

２６，９６２ ３，３６９

２５，０００ ３，３００

概
　
要

２４年 ９，３４１ １４４

実 ２５年 １５，０２８ １２１

２６年 １２，０３０ １０９

績 ２７年 １４，４１５ １２６

２８年 １１，２９４ １１６

１２，４２２ １２３

１１，０００ １１８

概
　
要

フ
　
ァ

　
レ
　
ノ
　
プ
　
シ
　
ス

品
目

ア
　
ン
　
ス
　
リ
　
ウ
　
ム

　入荷量は昨年並か。作付けの大きな変更はなく、６号・４号サイズが主体で入荷する。
ＭＩＸでの入荷が多いが、色別では赤・ピンクが主体で、時期的に白の引き合いが強いと
思われる。
　昨年７月の主要県の入荷実績は金額ベースのシェアで１位愛知（98.7％）、２位岐阜
（0.7％）、３位福岡（0.4％）となっている。

　　　  区分
実績等

５ヶ年平均

２９年見通し

５ヶ年平均

２９年見通し

バ
ラ
及
び
ミ
ニ
バ
ラ

　入荷量は昨年並か。販売においては苦戦する見込み。予約商品、委託商品のより一層の
良品出荷を望む。
　昨年７月の主要県の入荷実績は金額ベースのシェアで１位岐阜（66.3％）、２位愛媛
（26.8％）、３位愛知（3.6％）となっている。

入荷量 卸売価格 前年及び本年の入荷量・価格の動き

　入荷量は昨年より微増か。例年通りお中元需要があるので、ミディー系、大輪系を含めて
しっかりと提案をしていきたい。また、店舗での滞在時間が長くなる可能性があること、温度
帯が高くなり開花が早いことから、通常より蕾の数を増やした出荷を意識していただきたい。
　昨年７月の主要県の入荷実績は金額ベースのシェアで１位愛知（57.9％）、２位静岡
（8.6％）、３位宮崎（5.1％）となっている。

５ヶ年平均

２９年見通し

単位：鉢、円／鉢
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２４年 ２，０９６ ９７６

実 ２５年 ２，４０８ ６４７

２６年 １，５９１ ７８９

績 ２７年 １，６８８ ６１６

２８年 １，８３７ ９４０

１，９２４ ７９３

１，８００ ８００

概
　
要

２４年 １５，９４０ ２９７

実 ２５年 １４，６０７ ２７４

２６年 ９，７３３ ３１５

績 ２７年 １０，５９４ ３４０

２８年 ５，２０１ ４１７

１１，２１５ ３１３

５，２００ ４１５

概
　
要

２４年 ３４，４７９ ７５１

実 ２５年 ３０，６１４ ８４７

２６年 ３６，５８９ ８３３

績 ２７年 ２８，２００ ７３６

２８年 ２２，４１９ ６６９

３０，４６０ ７７５

２２，０００ ６８２

概
　
要

ド
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セ
　
ナ
　
類

５ヶ年平均

ス
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テ
 
ィ
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ィ
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ム

オ
　
ン
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ウ
　
ム

５ヶ年平均

２９年見通し

　入荷量は昨年より減少か。愛知県産が中心ではあるが輸入原木の減少から主要品目が少
ないと思われる。入荷数量が少ない分、平均単価は安定する見込み。
　昨年７月の主要県の入荷実績は金額ベースのシェアで１位愛知（64.3％）、２位鹿児島
（7.4％）、３位沖縄（7.3％）となっている。

２９年見通し

　入荷量は昨年並か。５号～８号位の鉢サイズはお中元需要で必要になる。輪数を多く上
げれるかが、販売のカギになる見込み。
　昨年７月の主要県の入荷実績は金額ベースのシェアで１位三重（52.0％）、２位愛知
（31.5％）、３位岐阜（13.9％）となっている。

２９年見通し

　入荷量は昨年並かやや減少。７月に向けて気温が上がり開花が早まる時期なので、固め
の出荷をお願いしたい。また、暑さにより株などに軟腐病が出るので注意が必要。
　昨年７月の主要県の入荷実績は金額ベースのシェアで１位長崎（38.0％）、２位愛知
（35.2％）、３位高知（19.0％）となっている。

品
目

　　　　区分
実績等

入荷量 卸売価格 前年及び本年の入荷量・価格の動き

５ヶ年平均

単位：鉢、円／鉢
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あいち農産物生産流通レポート №529

平成２９年７月発行 

農林水産部食育消費流通課 

〒460-8501 

名古屋市中区三の丸三丁目１番２号 

電話 （０５２）９５４－６４３４   

 

 

いいともあいち運動って知ってる？？ 
 

○ 県内の消費者と生産者が今まで以上にいい友
・ ・ ・

関係になる 

○ Eat more Aichi products（イート モア アイチ プロダクツ） 

＝もっと愛知県産品を食べよう（利用しよう） 

 

 

愛知県の農林水産業の振興や農山漁村の活性化を通じて県民全体の暮ら

しの向上を図るため、県民の方々に「愛知県農林水産業の応援団」になっ

てもらい、消費者と生産者が一緒になって愛知県の農林水産業を支えてい

こうという「運動」です。 

県民の方々に愛知県産農林水産物をもっと利用していただきたいとい

う、「愛知県版地産地消の取組」でもあります。 


